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論文内容要旨
 吉野鉱床はr一口形県東置賜郡宮内町大字荻に位置し,所1謂``緑色凝灰岩地域"に発達する黒鉱式
 鉱床である.この黒鉱式鉱床なるものは,本邦独特の鉱床型で,金1,覗鉱床学の分野においても,
 一大特色を有するものと言える.それ故,これが成因に関しては,これ迄にも多くの研究がなさ
 れており,その生成機構については,既に定説が生み出されている現状にあるというものの,尚
 且つ,幾多の問題点を残しており,その解明には,更に今後の研究が必要とされている.本研究
 も,それ。らの問題点追求の為のものであり,その解明の一端緒ともなれば幸いとするところであ
 る.以下簡単にその要旨を述べる.
 当地域の基盤をなす岩石は,角閃石・黒雲母花崗閃緑岩て,これを不整合に覆って,第三紀,
 中新世の堆積岩類,火山岩頚が連続的に∫1童積している.その地質構造は変化に富み,可成り複雑
 な様相を呈しているが,綿密なる調査の結果,可成りよく,これらの関係を解明することができ
 た.即ち,花崗閃緑岩を不雅合に覆って,一部花崗岩質礫岩が見られる外,主として砂岩が存在
 し,これに連続的に安[一II岩質角礫凝灰岩が累積している。古野鉱床はこの■ヒ部を占める暗紫色角
 礫凝灰岩中に胚胎し,更にこれに整合的に,黒色頁岩,角礫凝灰岩等が堆積し,一部花崗閃緑岩
 に貫ぬかれている.そして各部層内に一は,ナ汝,特徴ある酸性～基性の火山岩類の発達を見,堆
 積岩類,火山岩類を腿わず,いづれも,安山雅質岩石は緑泥石化作用,流紋業.1質岩石は珪化作用
 でもつて特徴づけられている.
 鉱床は前記暗紫色角礫凝灰岩中に胚胎し,鉱体はその外貌,松皮に類似せる不規則粘土層に覆
 われ,不規則塊状,鉱染状並びに脈状をなした黒鉱,黄鉱及び珪鉱等の密雑共生体である.そし
 て或程度規則性を持ち,上盤側より,塊状黒鉱帯,粉状エII〔鉱帯,(或は粉状黒鉱帯),珪鉱粉鉱共
 生帯,珪鉱帯の順で,略々層状に累帯配列をなしている.主な鉱石鉱物としては,黄銅鉱,閃亜
 鉛鉱,黄鉄鉱,重晶石及び少量の方鉛鉱,働銅鉱で,稀に斑銅鉱,銅藍,Freibergite等も存在
 している.脈石鉱物としては,石英及び粘土鉱物類がある.
 主な変質作用としては,珪化作用,粘土化1乍用であり,この他,絹雲母化作用,緑泥石化作
 用,方解石化作用等が見られるが,この中緑泥石化作用,方解石化作用については,鉱床生成と
 直接の関係を見出し難い.珪化1乍用は井、1鉱式鉱床早期の産物たる珪鉱と密接な関係を有し,鉱床
 生成の比1狡的早期のものであった事は勿、論であるが,これに対し,当鉱床に於ては,鉱床生成の比
 較的中～晩期に方食ける珪化1乍用の存在も立、証することができた1莱に、思、オ)れる..又1粘土化1乍月1は,
 鉱化作用と極めて密接な関係を有し,当鉱床生成前後に行われた事実が認められた.生成粘土鉱
 物類としては,常に黄鉄鉱の微晶を混在し,カオリナイト,ハロイサイト,モンモリロナイト,
 緑泥石,絹雲母,明礬石及び方解石等がある.
 以上の如く,当鉱床に於ける母岩の変質状態,鉱体の産状,鉱物の賦存状態並びにそれらの共
 生関係等から,鉱物の生成順序が帰結され,当鉱床の成因に関する問題も或程度解決する事がで
 きた.そして史に.,鉱体並びに母岩の分光分析結果からは,本地域に於ける大局的な変質過程及
 び鉱床の生成過程の解明に,多大の示唆を得る事ができ,下部層より上部層に至る迄の微量成分
 々 布状態,変遷過程に,可成り統一された規則性,並びに岩相,時期等に対する関連性を見る事
 ができ,未だ多少の疑点も存在するが,概略,良好な結果を得る事ができたと言える.
 特に興味ある問題は,本鉱床に於て,鉱体を包む様に,その上盤を覆う松皮粘土の存在であ
 る.これに関しては,示差熱分析,X線解析,電子顕微鏡写真撮影,化学分析等により,綿密な
 攻究を行ない,その産状,鉱物の共生関係,分光分析の結果等と比較検討し,本鉱床の成因に関
 する重要な推論を得ると共に,黒鉱式鉱床一般に関する問題迄,これを押し進める事が,或程度
 できたと言える.
 結論として,本鉱床は,広範な珪化作用の後に,粘土化1乍用が行われ,これら変質作用は,岩
8q
O
 相並びに位置の差異に基づき,特徴ある産状を現出せしめ,続いて鉱液が上昇し,先に行われた
 変質作用により,略々規定された位置に,撰択的にこれを鉱染交代し,夫々,珪鉱,粉状鉱,塊
 状鉱,重晶石等を生成せしめ,かくして,最後の残液により,松皮粘土の生成を見たものと考え
 られる.しかも,これら一連の鉱化作用は,暗紫色角礫凝灰屑屑内に於てのみ行オ)れ,上盤たる
 流紋岩質岩石をもつて限界とされ,鉱化作用は終止符をうたれたものと考えられる.
 その変質作用,鉱化作用に預かった所謂``Solution"1こついては,その賦存共生鉱物から見
 て,地下深所ではアルカリ性というよりむしろ酸性であった場合も考えられ,地下深所より由来
 された“Solutioll"が,深部フ)母岩⑦)SiO2(珪酸)を或程度溶脱して,これを上部に齋らした
 ものと考えられる.この際“SolutiOI1"が酸性てあっても,高温,高圧であれば,珪酸グ)溶融は
 可能であり,これが温度の低下と共に,酸性度を減じ,諸種の粘土鉱物を沈澱せしめたものと考
 える串1ができる.しかし乍ら,粘一i-1鉱物疏)生成条件に関するpHの問題は,相当複雑て～らり,1[Ft、t
 度,圧力の変化を考慮した時には,僅少差のpH値を云々する事は,殆んど無意味になる場合も
 考えられ,,簡単に結論は'下し得ない.
 又本鉱床に限らず,一般に,所謂黒鉱式鉱床は,他の浅成低温型のそれと異なり,鉱体が層状
 の広範な分布を示す特徴を有している.これが鉱脈型の場合には,その“Solutio11"が,液～膠
 状であるとして,容易に理解されるカ1,本鉱床の如き黒鉱式鉱床の場合,かかる広範な鉱体形成
 には,液～膠状溶液よりも,寧ろ,更に高いエネルギー状態にある,ガス状のそれを想定する方
 が妥当の様に思われ,その生成機構も勿、諭,でオソ置換に基づくものと考えられ。る.且又,黒鉱
 式鉱床のそれが低温であるとしても,揮発性物質を多量に・含む場合に1よ,やはり,液状～膠状溶
 液よりも,ガス状のそれが安定相とI」て,存在し得る場合もあるのであり,この万拝は多量の粘.L
 鉱物シ)存在によっても,或程度首肯される.それにして4、,これ迄,浅成低温性鉱床が,せいぜ
 い,100～150℃程度に考えられてきてい'るわけであるが,以上の諸点から見て,もっと高温の
 条件を必要とするものと推定する事ができる.
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審査結果要旨
 山形県吉野鉱山は東北日本内帯に広く分布する所謂緑色凝灰岩地帯にあり,黒鉱式の浅熱水性
 交代鉱床である.本研究は同鉱1[一1を含むかなり広範囲の地域の詳細な地質調査,鉱床調査を行
 い,鉱化作用,変質作用特に粘土化作用の追跡,各岩石及び鉱石の微量分析,示差熱分析,X線
 分析を行い,鉱床の成因を考察したものである.即ち本鉱床は広範な珪化1乍用の後に,粘土化1乍
 用が行われ,これら変質作用は岩相並びに位置の差異に基づき,特徴ある産状を現出せしめ,続
 いて鉱液が上昇し,さきに行われた変質作用に、kり略々規定された位置に,選択的に鉱染交代
 し、,玉桂鉱1,米分)1犬∫払,i`庄r祐筆f等を乙Ll戊イ±しきう,∫1乏後0)ク£i夜1こより松皮粁i』[二方く釧lr准一ヒ衆智こマ究1殿し六二.
 しかもこれら一連の鉱化作用は暗紫色角礫凝灰岩lrl》1内に於てのみ行われ,一L磐は流紋岩質岩石を
 もつて限界として鉱化f乍用は終了し・たと結論している.
 本研究中,著者は第三紀層を貫く花II岳1質完晶岩を発見し、松皮粘■しについてその鉱物学的性質
 を明らかにし,又鉱化作用の溶液4)性質及びその際の物理化学的条件につし・ても新たな考察を行
 っており,黒鉱式鉱床の成因に関し,一一知見を加えたものと言える,
 参考1論文は金属鉱床の成因に関する二,三の1,基礎的研究と題するもので,硫化鉱物の示差熱分
 析,石英のα一β転移、“11について,Fe-S・Cu-S系鉱物の平衡,磁硫鉄鉱乏)種々の転移点につい
 て,黄鉄鉱の電気的性質について,山形県大張鉱山の地質鉱床に関する研究で,何れも優れたも
 のであるが,特に鉱床の成因を熱力学的に取扱わんとした点で注目すべきものと考える.
 以上を要するに,山脇友治郎は,新制理学博士¢)学位を受ける資格あるものと認める.
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